
備蓄倉庫を見学（土山小学校） 
 

非常食を配布（伴谷東小学校） 

 

全校親子で防災学習（希望ヶ丘小学校） 

自分たちの暮らす地域を知る 
（油日区災害図上訓練） 

避難訓練の様子（多羅尾小学校） 

募集人員◎20名 
応募資格◎市内に居住する18歳以上の

元気な女性 
応募締切◎3月2日（金）17：00まで 
採用時期◎平成19年4月（予定） 
活動内容 
①救命講習等、防災に関する研修、訓
練への参加 
②火災予防・地域防災に関する広報啓
発活動および指導 
③消防団各種行事への参加 

　
平
成
7
年
1
月
に
発
生
し

た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら

12
年
が
経
ち
ま
す
。
 

　
大
災
害
が
発
生
し
た
と
き
、

私
た
ち
の
住
む
ま
ち
は
ど
う

な
る
で
し
ょ
う
。
建
物
の
倒
壊
、

火
災
の
発
生
、
道
路
の
寸
断
、

断
水
や
電
力
供
給
の
停
止
、

続
出
す
る
負
傷
者
…
…
。
各

地
域
で
同
時
多
発
す
る
被
害

に
対
し
て
、
消
防
な
ど
の
公

的
機
関
に
よ
る
救
援
活
動
が

す
ぐ
に
行
わ
れ
な
い
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。
「
自
分
た
ち

の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
」

と
い
う
意
識
を
も
ち
、
い
ざ

と
い
う
と
き
自
分
た
ち
で
何

が
で
き
る
か
考
え
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
 

　
平
成
7
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。
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な
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。
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ま
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守
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も
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で
き
る
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が

必
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す
。
 

防災 

一人ひとり 
が 

考える 

防災 

一人ひとり 
が 

考える 

一人ひとり 
が 

考える 

女・性・消・防・団・員・募・集 

甲賀市消防団では、女性消防団員を募集します。 
災害のない街づくりのためにあなたの力をお貸しください。 

処遇等　 

①年報酬および、出動時の費用弁償を支給します。 

②活動に必要な被服（制服、活動服）を貸与します。 

③公務災害補償、退職報償金（5年以上）、表彰等の制

度があります。  

応募方法◎総務課または水口支所を除く各支所地域振興

課に備え付けの「甲賀市消防団入団申込書」

に必要事項を記入のうえ、ご提出ください。 

その他◎応募多数の場合は、書類審査等を実施します。 

問い合わせ　総務課 総合防災係　TEL65―0733　FAX63―4554

地
域
の
実
情
を
知
ろ
う
 

地
域
安
心
安
全
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
整
備
 

モ
デ
ル
事
業
 

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
 

〜
災
害
に
備
え
、
住
民
の
力
を
結
束
〜
 

〜
小
学
校
で
も
防
災
学
習
〜
 

〜
家
庭
で
は
非
常
持
出
品
の
準
備
を
〜
 

〜
水
口
町
三
大
寺
地
区
が
指
定
〜
 

　
地
震
が
発
生
し
た
と
き
、
地
域
内

に
は
崖
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
被
害
の

発
生
、
拡
大
の
原
因
と
な
る
も
の
が

多
数
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
災
害
の
影

響
を
受
け
や
す
い
子
ど
も
た
ち
や
高

齢
者
へ
の
援
助
も
必
要
と
な
っ
て
き

ま
す
。
地
震
時
に
危
険
な
建
物
・
住

宅
や
構
造
物
は
な
い
か
、
い
ざ
と
い

う
と
き
の
避
難
場
所
や
安
全
な
場
所

は
ど
こ
か
、
災
害
時
に
援
護
が
必
要

な
方
が
ど
こ
に
お
ら
れ
る
か
な
ど
、

防
災
マ
ッ
プ
を
作
り
普
段
か
ら
地
域

の
実
情
に
精
通
し
て
お
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
 

　
こ
れ
ま
で
広
報
誌
で
紹
介
し
て
い

ま
す
が
、
市
内
の
各
地
域
で
防
災
訓

練
な
ど
の
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
11
月
19
日（
日
）に
は
、

甲
賀
町
油
日
区
で
災
害
図
上
訓
練（
D
I
G
）

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
訓
練
は
自

分
た
ち
の
地
域
の
防
災
上
の
長
所
・

短
所
を
知
り
、
皆
さ
ん
が
知
恵
を
合

わ
せ
て
で
き
る
限
り
の
災
害
対
応
を

考
え
る
機
会
と
し
て
効
果
が
あ
り
ま

す
。
今
回
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
も

一
層
の
防
災
意
識
が
育
ま
れ
ま
し
た
。
 

　
身
近
な
生
活
空
間
に
お
け
る
地
域

の
安
心
・
安
全
の
確
立
を
図
り
地
域

防
災
力
を
強
化
す
る
た
め
の
事
業
「
地

域
安
心
安
全
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
整
備
モ

デ
ル
事
業
」
に
、
水
口
町
の
三
大
寺

地
区
安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

が
指
定
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の

事
業
は
、
消
防
庁
が
警
察
庁
と
連
携

し
進
め
て
い
る
も
の
で
、
今
回
の
指

定
は
同
協
議
会
の
防
災
と
防
犯
を
併

せ
た
啓
発
活
動
等
の
積
極
的
な
取
り

組
み
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
今

回
の
助
成
事
業
に
よ
り
、
災
害
時
に

対
応
で
き
る
資
機
材
等
を
購
入
さ
れ
、

活
動
範
囲
を
広
げ
て
お
ら
れ
ま
す
。

今
後
も
、
防
災
・
防
犯
の
向
上
に
積

極
的
な
活
動
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
 

 
市
内
の
小
学
校
で
は
、
児
童
生
徒

が
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
、
災
害

の
危
険
か
ら
自
分
の
身
を
守
れ
る
よ

う
に
と
9
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
、

避
難
訓
練
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

 
訓
練
で
は
、
様
々
な
自
然
災
害
の

危
険
と
災
害
時
の
避
難
の
方
法
等
に

つ
い
て
理
解
し
、
児
童
生
徒
が
安
全

に
行
動
で
き
る
よ
う
全
校
親
子
で
防

災
・
安
全
等
に
つ
い
て
学
習
す
る
学

校
や
、
ま
た
授
業
の
中
で
備
蓄
食
料

の
学
習
を
し
、
備
蓄
倉
庫
の
中
を
見

学
し
た
り
す
る
学
校
も
あ
り
ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
、
実
際
に
備
蓄
倉
庫
に

保
存
さ
れ
て
い
る
お
か
ゆ
や
乾
パ
ン

を
食
べ
て
、
非
常
用
食
料
の
大
切
さ

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

　
災
害
が
起
き
る
と
、
輸
送
活
動
に

大
き
な
支
障
が
生
じ
る
た
め
食
料
品

な
ど
は
お
金
が
あ
っ
て
も
買
う
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
各
家
庭
で
は
、
家

族
構
成
を
考
え
て
食
料
や
水
な
ど
を

準
備
し
ま
し
ょ
う
。
 

●
非
常
持
出
品
 

 
避
難
す
る
と
き
に
も
っ
て
い
く
た

め
の
持
出
品
は
、
枕
も
と
や
ベ
ッ
ド

の
下
な
ど
に
く
つ
、
手
袋
、
ヘ
ル
メ

ッ
ト
な
ど
と
一
緒
に
備
え
て
お
き
ま

す
。
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
た
と
き
の

た
め
に
荷
物
は
各
自
の
リ
ュ
ッ
ク
サ

ッ
ク
に
分
散
さ
せ
ま
す
。
 

●
非
常
備
蓄
品
 

救
援
活
動
が
受
け
ら
れ
る
ま
で
自
活

す
る
た
め
の
備
蓄
品
は
、
家
族
が
3

日
間
程
度
過
ご
す
た
め
に
必
要
な
量

が
目
安
で
す
。
す
ぐ
に
取
り
出
せ
る

場
所
に
保
管
し
ま
す
。
 

い
ざ
と
い
う
 

と
き
の
た
め
に
 

　地区で開かれた災害図上訓練に参加させていただ
き、普段何気なく生活している地域の消火栓の設置
場所や土砂崩れが起こりそうな危険箇所などを再確
認することで改めて防災に対する危機管理を意識す
ることができました。 
　近年、全国で発生している地震などによりたくさ
んの人々が命を落とされ、被災しておられます。滋
賀県においても近い将来「東南海・南海地震」が起
こるであろうと予想されています。 
　災害は決して他人事ではありません。家庭におい
ても災害グッズの準備や災害が発生した時の非難場
所など家族で今一度確認しなければならないと改め
て痛感しました。もしもの災害に備え、行政の力を
借りるまでに自分たちでできることは何かを日頃か
ら考え、防災に対する意識を高める必要があると思
いました。　　　　　　　　　　（40歳代　女性） 

私の防災意識を高めた災害図上訓練 

参加者の声  
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